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園
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
観
察
し
続
け
る
だ
け
の
孤
高
の
非
行
為
者
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
主
人
公
の
名
前
や
地
名
を
除
け
ば
、
タ
イ
的
な
も
の

の
表
象
は
全
く
な
い
。
ま
た
長
篇
『
パ
ン
ダ
』（
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、

疎
外
感
の
原
因
が
間
違
っ
た
惑
星
に
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

悟
っ
た
主
人
公
が
、
同
じ
よ
う
に
地
上
で
の
生
存
に
苦
し
む
同
胞
達

と
共
に
母
星
へ
帰
還
し
よ
う
と
苦
闘
す
る
姿
を
、
愚
か
な
人
類
へ
の

ア
イ
ロ
ニ
ー
を
込
め
て
綴
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
現
実
と
幻
想
の
間

を
自
由
に
行
き
来
し
て
人
生
の
真
実
を
模
索
す
る『
電
報
』（
一
九
七
二

年
）
の
プ
ト
ゥ
・
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
、
舞
台
や
主
人
公
で
す
ら
固
有
名
詞

を
喪
失
し
た
中
で
抽
象
的
物
語
世
界
が
展
開
さ
れ
る『
渇
』（
一
九
七
二

年
）
の
イ
ワ
ン
・
シ
マ
ト
ゥ
パ
ン
な
ど
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
を

疾
走
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
作
家
で
あ
る
。

　

女
性
作
家
も
黙
っ
て
は
い
な
い
。
純
愛
や
崩
壊
家
族
と
い
っ
た

テ
ー
マ
は
す
で
に
昔
話
で
あ
っ
て
、
彼
女
た
ち
の
意
識
は
、
性
を
国

家
や
男
が
管
理
す
る
こ
と
へ
の
異
議
申
し
立
て
、
挑
戦
状
と
し
て
の

大
胆
な
性
描
写
と
内
側
か
ら
の
女
性
の
解
放
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
カ
ム
・
パ
カ
ー
は
、
短
篇
「
ぼ
く
と
妻
」（
二
〇
〇
八
年
）
そ

の
他
に
よ
っ
て
お
仕
着
せ
の
性
意
識
に
ラ
ジ
カ
ル
な
議
論
を
持
ち
込

ん
だ
。
ち
な
み
に
、
彼
女
の
京
都
大
学
大
学
院
時
代
の
テ
ー
マ
は

日
・
タ
イ
の
ポ
ル
ノ
小
説
比
較
研
究
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
タ

ブ
ー
で
あ
っ
た
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
と
性
の
結
合
に
よ
る
救
済
を
大
胆

に
表
現
し
た
ド
ー
・
ホ
ア
ン
・
ジ
ュ
ー
の
短
篇
集
（「
金
縛
り
」
な
ど
、

二
〇
〇
八
年
）
が
、
い
ま
だ
に
文
学
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
時
代
錯

誤
の
政
府
に
よ
っ
て
出
版
差
し
止
め
に
あ
っ
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
文
学
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
始
め
て
、
お
よ
そ
三
〇

年
が
経
つ
。
小
説
、
詩
集
、
評
論
な
ど
を
合
わ
せ
た
総
数
は
三
〇
〇

点
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
諸
外
国
で
こ
れ
だ
け
の
数
の
東
南
ア
ジ
ア
文

学
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
国
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
の
文
学
研

究
の
最
先
端
を
担
っ
て
い
る
の
が
東
京
外
国
語
大
学
で
あ
る
。「
東

南
ア
ジ
ア
に
も
文
学
が
あ
っ
た
の
？
」
は
も
う
古
い
。
留
学
生
や
現

地
の
人
か
ら
「
村
上
春
樹
の
作
品
で
は
何
が
一
番
好
き
で
す
か
？
」

と
訊
か
れ
た
ら
、余
裕
で
答
え
た
つ
い
で
に
「
プ
ラ
ー
プ
ダ
ー
の
『
パ

ン
ダ
』
は
結
局
プ
ラ
ネ
ッ
ト
に
行
き
着
い
た
と
思
う
？
」
と
切
り
返

せ
た
ら
、
あ
な
た
の
株
も
ぐ
っ
と
上
が
る
と
い
う
も
の
だ
。

＊ 

本
稿
で
採
り
あ
げ
た
作
品
は
、
す
べ
て
邦
訳
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ラ
ー
プ
ダ
ー
・
ユ
ン
の
長
篇
小
説
『
パ
ン
ダ
』
は
東
京
外
国
語
大
学

出
版
会
よ
り
近
刊
予
定
。

　

世
界
を
覆
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
、
経
済
発
展
め
ざ
ま
し
い
東

南
ア
ジ
ア
で
は
、
文
学
も
ま
た
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
脱
皮
と
再
生
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
文
学
は
そ
れ
を
生
ん
だ
社
会

を
内
側
か
ら
照
射
す
る
鏡
で
あ
り
、
社
会
規
範
を
内
面
化
す
る
た
め

の
装
置
と
し
て
人
生
と
世
界
と
を
意
味
付
け
す
る
。
か
つ
て
こ
の
地

域
の
文
学
の
テ
ー
マ
は
、
植
民
地
主
義
や
強
権
政
治
の
犠
牲
者
で
あ

る
民
衆
の
側
か
ら
歴
史
や
社
会
や
個
人
の
現
実
を
描
く
こ
と
で
あ
っ

た
。
ア
ジ
ア
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
最
も
近
い
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
作
家
プ
ラ
ム
デ
ィ
ヤ
・
ア
ナ
ン
タ
・
ト
ゥ
ー
ル
の
『
人
間
の

大
地
』（
一
九
八
〇
年
）、
タ
イ
の
国
民
作
家
と
呼
ば
れ
亡
命
先
の
中

国
で
客
死
し
た
シ
ー
ブ
ー
ラ
パ
ー
の『
未
来
を
見
つ
め
て
』（
一
九
五
七

年
）、
ド
イ
モ
イ
文
学
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
作
家
バ

オ
・
ニ
ン
の
『
戦
争
の
悲
し
み
』（
一
九
九
一
年
）
な
ど
は
い
ず
れ
も

そ
の
代
表
作
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
開
放
経
済
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

社
会
の
到
来
は
、
こ
の
地
域
の
文
学
状
況
に
か
つ
て
な
い
変
化
を
も

た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
価
値
が
記
号
化
さ
れ
、
分
節

化
さ
れ
た
人
間
が
モ
ノ
に
よ
っ
て
し
か
自
己
を
確
認
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
人
間
存
在
の
条
件
や
大
き
な
物
語
と
い
っ
た
伝
統
的
テ
ー

マ
や
リ
ア
リ
ズ
ム
的
な
叙
述
形
式
が
終
焉
を
迎
え
た
の
は
当
然
の
成

り
行
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
う
ね
り
の
中
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
文

学
界
に
は
、
国
家
、
民
族
、
公
用
語
と
い
っ
た
枠
組
み
を
超
え
る
ト

ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
視
点
か
ら
創
作
を
行
う
若
手
作
家
が
相
次

い
で
登
場
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
タ
イ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
プ

ラ
ー
プ
ダ
ー
・
ユ
ン
の
短
篇
集
『
鏡
の
中
を
数
え
る
』（
二
〇
〇
〇
年

〜
〇
二
年
）
に
登
場
す
る
主
人
公
た
ち
は
、
オ
タ
ク
行
為
に
よ
っ
て

し
か
家
族
の
紐
帯
を
確
認
で
き
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
、
ひ
た
す
ら
公

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
文
学

宇
戸
清
治

う
ど
・
せ
い
じ　

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

教
授
。
タ
イ
文
学
・
タ
イ
映
画
論
。
著
書
に
『
た
の
し
い
タ
イ
語 

一
冊
で
学
ぶ
会
話
、
文
法
、
文
字
』（
大
学
書
林
）、『
は
じ
め
て
の

外
国
語
（
ア
ジ
ア
編
）
タ
イ
の
言
葉
』（
監
修
、
文
研
出
版
）
な
ど
。

訳
書
に
プ
ラ
ー
プ
ダ
ー
・
ユ
ン
『
鏡
の
中
を
数
え
る
』（Typhoon 

Books Japan

）、
チ
ャ
ッ
タ
ワ
ー
ラ
ッ
ク
『
二
つ
の
時
計
の
謎
』（
ア

ジ
ア
本
格
リ
ー
グ
２
、
講
談
社
）
な
ど
。
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の
建
物
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
工
場
建
物
群
の
多
く

が
取
り
壊
さ
れ
て
、
一
部
は
公
園
に
な
り
、
あ
と
の
大
半
は
文
化
セ

ン
タ
ー
や
オ
フ
ィ
ス
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
古
い
地

区
に
は
低
所
得
者
層
向
け
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
が
軒
を
連
ね

て
い
た
が
、
い
ま
や
瀟
洒
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
の
住
民
の
一
部
は
引
き
続
き
こ
の
地
区
に
住

ん
で
快
適
な
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で

い
た
貧
し
い
人
々
は
も
は
や
高
家
賃
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
昨
年
、

私
は
こ
れ
ら
の
再
開

発
地
区
を
歩
い
た

が
、
明
ら
か
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
高
級
住
宅

化
）
の
現
象
が
進
ん

で
い
た
。

　

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市

街
地
は
綺
麗
に
な
っ

た
が
、
安
全
な
場
所

に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
商
店
で

の
万
引
、
ツ
ー
リ
ス
ト
を
狙
っ
た
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
の
類
が
急
増

し
て
い
る
と
い
う
。
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
当
局
は
、
今
年
に
入
っ
て
市

内
の
目
抜
き
通
り
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
麻
薬
売
買
、
売
春
な
ど
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
、
歩
行
者
が
、
よ
り
安
心
し
て
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
に
で
あ

る
。
だ
が
、
一
見
快
適
な
公
共
空
間
を
生
み
出
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

市
街
地
が
い
ま
一
番
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
住
民
相
互
の
社
会
的

つ
な
が
り
（
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
）
で
は
な
い
か
と
思
う
。
か
つ
て
の
街

区
は
汚
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
仕
事
と
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
絆
が

あ
っ
て
、
人
々
は
安
全
に
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
、
も
の
ご
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
光
が
つ
く
り
出

す
陰
の
部
分
に
眼
差
し
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
思
っ
て

い
る
。

　

い
ま
、「
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
・
モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
、
建
築

学
・
都
市
工
学
の
分
野
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
一
九
世
紀
以
来
の

ス
ペ
イ
ン
の
近
代
化
・
産
業
化
の
過
程
で
牽
引
役
を
務
め
た
バ
ル

セ
ロ
ー
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
北
部
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
主
都
）
だ
が
、

一
九
七
〇
年
代
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
て
以
後
、
繊
維
工

業
を
中
心
と
し
た
産
業
は
衰
退
し
て
市
内
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
。

そ
れ
が
、
一
九
九
二
年
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、

二
〇
〇
四
年
の
世
界
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
さ
ら
に
現
在
進
行
中

の
都
市
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト22@

Barcelona

な
ど
に
よ
っ
て
、
市

街
地
が
見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
で
魅
力
的
な
都
市
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、『
地
球
の
歩
き
方 

バ
ル
セ
ロ
ナ
』
で
も
、

お
も
な
見
ど
こ
ろ
と
し
て
「
歴
史
的
旧
市
街
」
や
「
ガ
ウ
デ
ィ
建
築

群
」
に
加
え
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
」
や
「
現
代
建
築
群
」
が
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
多
孔
質
化
（
エ
ス
ポ
ン
ハ

ミ
エ
ン
ト
）」
と
呼
ば
れ
る
都
市
再
生
の
事
業
で
、
古
い
市
街
地
の

あ
ち
こ
ち
に
小
広
場
や
文
化
施
設
を
設
け
て
、
そ
れ
ら
の
公
共
空
間

を
介
し
て
、人
の
流
れ
を
地
区
内
に
呼
び
込
む
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。

あ
た
か
も
ス
ポ
ン
ジ
（
エ
ス
ポ
ン
ハ
）
の
穴
の
よ
う
に
公
共
空
間
を

ち
り
ば
め
て
「
多
孔
質
」
に
な
っ
た
市
街
地
は
、
古
く
か
ら
の
危
険

で
薄
暗
い
界
隈
で
は
な
く
な
り
、「
都
市
生
活
の
舞
台
」
と
し
て
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
動

き
は
、
都
市
再
生
の
好
事
例
と
し
て
朝
日
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
六
月
二
三
日
付
け
）。

　

し
か
し
、
こ
の
都
市
再
生
の
戦
略
に
は
陰
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
再
開
発
地
区
内
に
は
、
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
産

業
革
命
の
主
役
を
演
じ
、「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」

と
自
ら
豪
語
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
歴
史
を
物
語
る
製
糸
工
場
な
ど

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
光
と
陰

立
石
博
高

た
て
い
し
・
ひ
ろ
た
か　

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
教
授
。
ス
ペ
イ
ン
近
代
史
。
著
書
に『
世

界
の
食
文
化
14　

ス
ペ
イ
ン
』（
農
文
協
）、『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
散
歩
』

（
行
路
社
）、『
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
』（
編
著
、
山
川
出
版
社
）

な
ど
。
訳
書
に
Ｒ
・
ケ
ー
ガ
ン
『
夢
と
異
端
審
問
』（
松
籟
社
）、
Ｈ
・

ケ
イ
メ
ン
『
ス
ペ
イ
ン
の
黄
金
時
代
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
。

密集していた旧市街に創り出された

公共空間（ラバル地区）
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http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA47190581
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BN10531075
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA88768977
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA83322289
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存
す
る
不
退
寺
や
能
な
ど
に
登
場
す
る
在
原
寺
な
ど
、
業
平
所
縁
の

地
も
多
い
。『
う
つ
ほ
物
語
』で
は「
春
日
詣
で
」の
巻
が
立
て
ら
れ
、

こ
の
地
が
プ
ロ
ッ
ト
の
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
の
土
地
が
一
変
す
る
の
が
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
出
来
事

で
あ
る
。
平
重
衡
の
軍
勢
に
よ
り
、
東
大
寺
・
興
福
寺
の
両
寺
を
中

心
と
す
る
南
都
の
中
心
が
ほ
ぼ
焼
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
い
ま
目

に
で
き
る
奈
良
時
代
の
建
造
物
が
限
ら
れ
る
の
は
こ
の
事
件
故
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
時
の
人
々
の
努
力
で
た
だ
ち
に
再
建
作
業
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
南
都
復
興
事
業
は
大
規
模
な
も
の
で
、
現
存
の
東
大
寺

南
大
門
を
は
じ
め
多
く
の
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
仏
も
膝
よ

り
上
の
体
躯
の
部
分
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
再
建
事
業
は
奈
良
時
代
の
建
造
物
や
仏
像
な
ど
の
復
古
再
現

な
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
模
造
品
を
作
る
の
で
は
な
く
、
も
と
の
作
品

を
手
本
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
新
し
い
様
式
で
古
い
作
品
を
再
現

す
る
と
い
う
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
が
専
門
の

中
心
と
し
て
い
る
中
世
和
歌
の
あ
り
方
と
も
相
似
で
あ
る
。
中
世
和

歌
は
、
そ
の
時
代
の
人
々
が
理
想
と
し
た
王
朝
時
代
に
す
で
に
詠
ま

れ
た
傑
作
を
手
本
と
し
て
、
新
た
な
時
代
の
方
法
で
、
王
朝
的
な
世

界
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
相
似
の
関
係
に

あ
り
、
中
世
和
歌
の
本
格
的
な
始
発
を
告
げ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』

の
編
纂
が
南
都
復
興
の
時
代
と
重
な
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

　

紙
幅
が
尽
き
る
の
で
近
代
に
飛
ぼ
う
。
最
初
に
酷
愛
と
い
う
面
映

ゆ
い
言
葉
を
使
っ
た
が
、
こ
れ
は
括
弧
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
敬
愛
す
る
歌
人
会
津
八
一
（『
自
註
鹿
鳴
集
』
岩
波
文

庫
ほ
か
は
必
読
）
の
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
歌
集
『
南
京
新
唱
』

自
序
の
「
わ
れ
奈
良
の
風
光
と
美
術
と
を
酷
愛
し
て
」
と
い
う
の
に

よ
る
。
私
が
大
学
生
の
こ
ろ
は
、
こ
の
歌
人
を
は
じ
め
多
く
の
奈
良

学
者
が
愛
用
し
た
日
吉
館
と
い
う
宿
が
東
大
寺
の
近
く
に
残
っ
て
い

た
。ア
ル
バ
イ
ト
の
蓄
え
で
も
十
日
ほ
ど
の
滞
在
は
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
の
歌
人
の
書
に
見
下
ろ
さ
れ
な
が
ら
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
奈
良
に

心
酔
す
る
学
生
仲
間
と
の
語
ら
い
の
場
で
も
あ
っ
た
何
度
も
の
奈
良

滞
在
が
、
私
の
研
究
の
揺
籃
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
の
専
門
は
日
本
古
典
文
学
で
あ
る
。
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な

る
と
、
形
態
は
様
々
だ
が
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
自

身
の
研
究
の
一
部
分
と
し
て
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
奈
良
な
の
だ
が
、
古
典
時
代
に
は
南
都
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
土
地
を
描
い
た
作
品
や
そ
こ
で
作
ら
れ
た
作
品
が
直
接

の
対
象
と
な
る
の
だ
か
ら
、
結
局
は
本
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ

ら
の
作
品
達
を
結
ぶ
の
は
、
奈
良
と
い
う
土
地
そ
れ
自
体
で
あ
り
、

そ
の
土
地
へ
の
私
自
身
の
酷
愛
で
あ
る
。

　

今
年
（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
奈
良
遷
都
千
三
百
年
と
い
う
こ
と
で
、

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
張
ら
れ
て
い
る
。
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
に

奈
良
に
恒
久
的
な
平
城
京
が
作
ら
れ
た
が
、
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）

に
は
京
都
に
平
安
京
が
で
き
千
年
以
上
の
都
と
な
る
こ
と
は
誰
も
知

る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
奈
良
は
古
典
時
代
を
通
じ
て
古
都
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
私
が
興
味
を
持
ち
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
の
は
、

古
都
と
し
て
特
別
な
位
相
を
持
っ
た
南
都
が
、
文
学
や
文
化
に
表
象

さ
れ
る
様
子
な
の
で
あ
る
。
無
論
、
近
代
か
ら
現
代
に
わ
た
る
展
開

も
気
に
な
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
に
と
っ
て
は
よ
り
切
実
な
関
心
で

も
あ
る
。

　

平
安
遷
都
以
後
の
南
都
が
た
だ
ち
に
廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
和
語
の
世
界
、
特
に
和
歌
で
使
わ
れ
る
歌
語
の

世
界
で
は
、
そ
の
土
地
は
「
ふ
る
さ
と
」
と
呼
ば
れ
、
土
地
は
荒
れ

果
て
て
、
時
と
し
て
廃
墟
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
忘
れ
ら
れ
た
美
女
が

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。が
、

現
実
に
は
大
寺
院
を
中
心
に
そ
れ
な
り
の
都
市
と
し
て
の
実
質
を
備

え
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
都
か
ら
の
往
還
も
盛
ん
で
、
佐
保
殿
と

よ
ば
れ
る
権
力
者
藤
原
氏
の
宿
舎
が
賑
わ
っ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。『
源
氏
物
語
』
で
は
こ
の
地
の
影
は
薄
い
が
、『
伊
勢
物
語
』

で
は
そ
の
冒
頭
の
章
段
を
は
じ
め
、
こ
の
土
地
の
影
は
色
濃
い
。
現

古
都
と
し
て
の
奈
良

村
尾
誠
一

む
ら
お
・
せ
い
い
ち　

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
大

学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
教
授
。
日
本
古
典
文
学
。
著
書
に
『
中
世

和
歌
史
論 —

 

新
古
今
和
歌
集
以
後
』（
青
簡
舎
）、『
残
照
の
中
の
巨

樹　

正
徹
』（
新
典
社
）、『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
校
注
、明
治
書
院
）、

『
見
果
て
ぬ
夢　

平
安
京
を
生
き
た
巨
人
た
ち
』（
共
著
、ウ
エ
ッ
ジ
）

な
ど
。

わ
た
し
の
研
究
余
話

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA40339519
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BN06045619
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA41294992
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BN01530071
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA91891563
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA91891563
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA77027808
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA77027808
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA54788532
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA73911330
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ぐ
っ
て
女
性
た
ち
は
、
ま
た
男
た
ち
は
、
複
雑
な
家
族
親
族
の
人
間

関
係
を
背
景
に
ど
ん
な
か
け
ひ
き
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
の

か
。
文
献
か
ら
は
、
寡
婦
を
め
ぐ
る
生
き
方
の
情
報
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
手
に
入
ら
な
い
。だ
が
私
は
マ
マ
と
暮
ら
し
、

村
の
女
性
た
ち
と
や
り
と
り
す
る
な
か
で
、
と
か
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
ら
れ
が
ち
な
寡
婦
で
あ
る
彼
女
た
ち
は
、
こ
の
「
テ
ー
ル
」

制
度
の
傘
の
下
に
意
外
に
も
オ
ー
プ
ン
に
夫
の
存
在
に
代
わ
る
男
性

を
選
び
、
と
き
に
代
え
、
自
分
が
必
要
と
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
よ

う
と
積
極
的
に
自
分
を
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、ほ
か
の
社
会
の
寡
婦
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
人
類
学
者
ら
に
声
を
か
け
『
や
も
め
ぐ
ら

し
』（
明
石
書
店
）
と
い
う
本
を
編
ん
で
み
た
。
寡
婦
と
い
う
地
位
が

必
ず
し
も
共
通
で
な
く
、
離
婚
女
性
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
ら

れ
る
社
会
も
あ
り
、
ま
た
異
な
る
方
法
で
限
ら
れ
た
条
件
下
で
も
果

敢
に
生
き
る
寡
婦
、
あ
る
い
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た
寡

婦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
寡
婦
と
い
う
テ
ー

マ
は
人
生
経
験
の
浅
い
自
分
に
は
ま
だ
早
い
こ
と
も
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

　

翻
っ
て
、
日
本
社
会
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
自
分
と
同
じ
世

代
の
女
性
た
ち
が
「
ア
ラ
サ
ー
」「
ア
ラ
フ
ォ
ー
」
で
あ
る
と
か
、

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
と
い
っ
た
言
葉
で
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
、
個
人
の

生
き
方
の
選
択
も
少
し
ず
つ
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
ん
な
に
動

き
の
あ
る
面
白
い
機
会
は
な
い
、
夫
の
死
に
よ
っ
て
ひ
と
り
、
に
な

る
状
態
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
お
い
て
「
ひ
と
り
」
で
あ
る
と
は
、

「
シ
ン
グ
ル
」
で
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
社
会
の
仕
組
み

や
信
仰
、
歴
史
な
ど
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
の
か
、

も
っ
と
考
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら
の
日
本

は
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
社
会
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く
べ
き
か

を
、
他
の
社
会
か
ら
大
い
に
学
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
は
、
と
も
考
え

る
の
で
あ
る
。
私
自
身
が
生
き
る
日
本
と
ケ
ニ
ア
・
ル
オ
と
い
う
ふ

た
つ
の
社
会
に
お
け
る
「
シ
ン
グ
ル
」「
ひ
と
り
」
の
あ
り
か
た
と
、

私
自
身
の
生
き
か
た
の
選
択
の
模
索
。
人
類
学
の
場
合
、
研
究
者
の

人
生
に
お
い
て
、
あ
る
時
期
に
か
か
わ
る
関
心
と
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

関
心
が
重
な
る
と
き
、
よ
り
切
実
さ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
テ
ン

シ
ョ
ン
の
高
い
研
究
が
で
き
る
の
で
は
？　

と
思
う
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
生
き
た
学
問
で
あ
る
。

　

＊
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
シ

ン
グ
ル
」
と
社
会
―
人
類
学
的
研
究　

http://single-ken.aacore.jp/

　

私
の
専
門
で
あ
る
社
会
人
類
学
と
い
う
学
問
は
、
異
文
化
社
会
に

お
け
る
長
期
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
要
す
る
。
私
が
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
ケ
ニ
ア
西
部
の
ル
オ
と
よ
ば
れ
る
人
び
と

の
村
だ
っ
た
。
大
学
院
に
入
り
、
ル
オ
民
族
の
こ
と
を
研
究
す
る
こ

と
に
な
っ
た
私
は
、
ル
オ
人
の
居
住
地
域
を
一
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
で

回
り
だ
し
た
。
出
会
い
が
ま
た
出
会
い
を
う
み
、
結
婚
し
て
あ
る
町

に
暮
ら
す
同
い
年
の
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
と
い
う
女
性
と
仲
良
く
な
り
、
彼

女
の
実
家
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
実
家
に
は
、
彼
女
の
実
母
と
、
僚
母
（
一
夫
多
妻

社
会
な
の
で
父
の
ほ
か
の
妻
）、
そ
し
て
兄
弟
姉
妹
た
ち
が
沢
山
い

た
。
私
は
す
っ
か
り
、
気
さ
く
な
い
い
雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
、
そ
の

お
宅
で
暮
ら
す
こ
と
に
決
め
て
し
ま
っ
た
。
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
母
た
ち

は
、
い
わ
ゆ
る
夫
を
亡
く
し
た
や
も
め
、
寡
婦
で
あ
っ
た
。
私
は
母

た
ち
を
「
マ
マ
」
と
呼
び
、娘
と
し
て
す
っ
か
り
お
世
話
に
な
っ
た
。

マ
マ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
た
り
、
と
も
に
料
理
し
、
食
べ
、
片
付

け
を
し
、
マ
マ
の
親
族
や
友
達
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
き
、
ほ
と
ん

ど
全
て
を
と
も
に
し
た
。

　

ル
オ
社
会
の
寡
婦
た
ち
の
こ
と
を
、
自
然
に
、
と
も
に
暮
ら
す
マ

マ
た
ち
の
生
活
を
起
点
と
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
夫
を
亡

く
し
た
女
性
た
ち
が
、
こ
の
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
く
に
は
、
ど

の
よ
う
な
術
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ル
オ
社
会
で
は
、
人
類
学
で
は

よ
く
知
ら
れ
る
「
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
」
と
い
う
、
亡
夫
が
兄
弟
と
呼
ぶ

間
柄
の
男
性
が
残
さ
れ
た
妻
を
引
き
継
ぐ
、
制
度
と
い
っ
て
い
い
よ

う
な
慣
習
が
あ
る
。
ル
オ
語
で
「
テ
ー
ル
」
と
い
う
そ
の
慣
習
を
め

し
い
の
・
わ
か
な　

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ

ア･

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
准
教
授
。
社
会
人
類
学
・
東
ア
フ

リ
カ
民
族
誌
学
。
著
書
に『
や
も
め
ぐ
ら
し
―
寡
婦
の
文
化
人
類
学
』

（
編
著
、明
石
書
店
）、『
結
婚
と
死
を
め
ぐ
る
女
の
民
族
誌
―
ケ
ニ
ア
・

ル
オ
社
会
の
寡
婦
が
男
を
選
ぶ
と
き
』（
世
界
思
想
社
）
な
ど
。

椎
野
若
菜

人
生
と
と
も
に
あ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
人
類
学

︱
︱
「
や
も
め
」か
ら
「
シ
ン
グ
ル
」
研
究
を
め
ぐ
っ
て

わ
た
し
の
研
究
余
話

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA82123935
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA82123935
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA82123935
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA85611185
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA85611185
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Add-on Program

を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ
と
は
ふ
た
つ
で
す
。

ひ
と
つ
は
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
・
文
化
が
あ
る
、
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
も
（
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
す
が
）
さ
ら
な
る
多
様
性
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
う
し
た
多
言
語
・
多
文
化
状
況
が
、
わ
た
し

た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
日
本
社
会
に
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
日
本
社
会
の
現
実
と
よ
り
積
極
的
に

関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
な
ら
、
外
大
生
に
は
ま
た
と
な
い
機
会
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
二
〇
〇
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
公
立
学

校
に
は
、
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
以
上
の
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
こ
の
十
年
で
急
激
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
日
本
語
が
充
分
に
わ
か
ら
ず
、
友
達
と
の
関
係
も
う
ま
く

持
て
な
い
ま
ま
、
決
し
て
楽
し
い
と
は
い
え
な
い
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、自
分
の
国
の
言
葉
を
少
し
で
も
話
せ
る「
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
」に
出
会
え
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
多

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
育
支
援
室
」
で
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

の
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
、
多
く
の
外
大
生
を
地
域
の
小
中
学
校

や
日
本
語
教
室
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
考
え
る
「
国
際
理
解

教
育
」
の
授
業
づ
く
り
と
実
践
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
専
攻
語
を

通
じ
て
、
一
瞬
に
し
て
多
言
語
・
多
文
化
状
況
を
つ
く
り
だ
せ
る
外

大
生
な
ら
で
は
の
魅
力
が
、こ
こ
で
も
大
い
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
外
大
に
は
思
っ
た
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
出

会
い
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
大
学
を
拠
点
に
、
皆

さ
ん
も
多
言
語
・
多
文
化
の
扉
を
ひ
ら
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
東
京
外
国
語
大
学
多
言
語
・
多
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

http://w
w

w
.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cem

m
er/　

　
　

　

東
京
外
国
語
大
学
と
言
え
ば
、
あ
る
一
つ
の
言
語
・
地
域
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
学
ぶ
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
し
か
に
外
大
生
は
「
○
○
専
攻
語
」
の
学
生
と
し
て
入
学
し
、

卒
業
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
は
多
く
の
扉
が
さ
ま
ざ

ま
な
言
語
・
文
化
・
社
会
に
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
私
も
ま
た
、
か

つ
て
外
大
で
自
分
の
母
国
語
と
呼
び
う
る
は
ず
の
朝
鮮
語
を
ま
る
で

外
国
語
の
よ
う
に
学
ぶ
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
で
厄
介
な
経
験

を
し
つ
つ
、
こ
の
大
学
の
な
か
に
あ
る
多
言
語
・
多
文
化
の
空
間
を

あ
ち
こ
ち
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
人
で
す
。

　

当
時
の
東
京
外
大
は
、
一
・
二
年
次
の
専
攻
語
の
授
業
は
決
ま
っ

た
教
室
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ま
る
で
高
校
生
の
よ

う
に
そ
の
部
屋
を
拠
点
と
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
た

ま
に
他
の
学
科
に
友
達
を
訪
ね
て
い
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
た
か
も
違

う
国
に
来
た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
お
ぼ
え
た
、
と
い
う
と
大
げ
さ
で

す
が
、「
小
さ
な
外
国
」
が
校
舎
の
な
か
に
点
在
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
な
か
、
専
攻
語
の
垣
根
を
越
え
て
、

い
く
つ
か
の
地
域
に
お
け
る
移
民
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
の
授
業
を
聴
講
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な

経
緯
が
あ
っ
て
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
地
域
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
卒
業
論
文
か
ら
現
在
ま
で
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
研
究

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
私
は
教
員
と
し
て
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
母
校
に
戻

り
、
現
在
は
多
言
語
・
多
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
特
に
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、Add-on 

Program
「
多
言
語
・
多
文
化
社
会
」
と
い
う
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
「
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

教
育
支
援
室
」
で
す
。

多
言
語
・
多
文
化
の
扉
を
ひ
ら
く

ゆ
ん
・
へ
よ
ん　

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
多
言
語
・

多
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
・
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
研
究
。
著
書
に
『
暴
力
と
和
解
の
あ
い
だ
―
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
紛
争
を
生
き
る
人
び
と
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
な
ど
。

尹 

慧
瑛

わ
た
し
の
研
究
余
話

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA81546503
http://www-lib.tufs.ac.jp/cgi-bin/opc/opaclinki.cgi?ncid=BA81546503



